
いわて漁連情報　08 07　いわて漁連情報09　いわて漁連情報

【
は
じ
め
に
】

　
岩
手
県
沿
岸
で
は
、
リ
ア
ス
海
岸
に
よ
る
内
湾
の
静

穏
域
を
利
用
し
て
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
や
カ
キ
類
、
マ
ボ
ヤ

な
ど
の
介
類
養
殖
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
漁
場
環
境
と
い
う
と
、
水
温
や
塩
分
、
栄

養
塩
類
な
ど
の
水
環
境
に
関
連
し
た
こ
と
が
連
想
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
が
、
目
に
す
る
こ
と
が
難
し
い
海
底
の

「
底
質
」
も
重
要
な
漁
場
環
境
の
要
素
で
す
。

　
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昭
和
50
年
代
か
ら
県
内

の
主
要
養
殖
漁
場
に
お
い
て
、
底
質
環
境
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
底
質
調
査
に
よ
っ
て

漁
場
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

【
な
ぜ
底
質
調
査
を
す
る
の
か
】

　
内
湾
域
に
は
、
河
川
な
ど
に
よ
る
陸
域
か
ら
の
流
入

や
長
年
の
漁
場
の
利
用
に
よ
り
、
有
機
物
の
堆
積
が
進

行
し
ま
す
。
有
機
物
と
は
、
微
生
物
や
生
物
の
遺
骸
、

糞
な
ど
の
生
物
に
由
来
し
た
「
腐
り
や
す
い
物
質
」
や

「
腐
っ
て
分
解
し
た
微
小
な
粒
子
」
の
こ
と
で
す
。

　
海
底
に
堆
積
し
た
有
機
物
は
、
泥
の
中
の
微
生
物
に

よ
り
分
解
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
際
に
酸
素
が
消
費
さ
れ

ま
す
。
特
に
閉
鎖
性
の
強
い
湾
で
は
、
海
水
の
交
換
が

滞
る
こ
と
で
有
機
物
の
堆
積
が
増
え
、
細
菌
が
酸
素
を

大
量
に
消
費
す
る
た
め
、
海
底
付
近
の
海
水
が
貧
酸
素

状
態
や
無
酸
素
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
海
水
中
に
含
ま
れ
る
酸
素
は
、
養
殖
し
て
い
る
生
物

を
始
め
、
魚
類
や
そ
の
餌
と
な
る
生
き
物
が
呼
吸
す
る

た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
漁
場
の
底
質
環
境
を

調
査
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
岩
手
県
漁
場
環
境
保
全

方
針
に
基
づ
き
、
主
要
な
５
湾
で
そ
れ
ぞ
れ
15
地
点
の

調
査
点
を
設
け
て
１
年
に
１
湾
ず
つ
調
査
を
行
う
と
と

も
に
、
重
点
監
視
水
域
に
指
定
さ
れ
た
２
湾
を
毎
年
調

査
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
で
は
、
調
査
す
る
湾
の
関
係
漁
協
職
員
、
市
町

村
職
員
及
び
当
セ
ン
タ
ー
を
含
む
県
職
員
が
連
携
を
図

り
な
が
ら
船
で
調
査
点
に
行
き
、
エ
ク
マ
ン
バ
ー
ジ
採

泥
器
で
海
底
泥
を
採
取
し
て
実
験
室
に
持
ち
帰
り
、
大

き
く
分
け
て
理
化
学
分
析
（
化
学
的
酸
素
要
求
量
、
全

硫
化
物
、
粒
度
組
成
）
と
小
型
底
生
生
物
の
分
類
・
同

定
を
行
い
ま
す
。

　
各
調
査
項
目
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
基
準
値
と
し
て
お
示
し
す
る
「
水
産
用
水
基
準
」

は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
水
産
資
源
保
護
協
会
が
定
め

た
水
産
動
植
物
向
け
の
環
境
基
準
で
、
生
物
（
水
産
動

植
物
）
を
対
象
に
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
他
の
環
境

基
準
値
よ
り
も
厳
し
い
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
理
化
学
分
析
①
　
化
学
的
酸
素
要
求
量
】

　
化
学
的
酸
素
要
求
量
（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
）
と
は
、
有
機
物
が

化
学
的
に
酸
化
さ
れ
る
際
に
必
要
な
酸
素
の
量
を
表
し

て
お
り
、
泥
の
中
の
有
機
物
に
よ
る
汚
染
の
指
標
と
な

り
ま
す
。

　
値
が
大
き
い
ほ
ど
有
機
物
の
量
が
多
い
こ
と
を
示
し
、

水
産
用
水
基
準
の
基
準
値
で
は
、
乾
燥
し
た
泥
１
ｇ
当

た
り
20
㎎
以
下
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
表
１
）。

【
理
化
学
分
析
②
　
全
硫
化
物
】

　
全
硫
化
物
（
Ｔ
Ｓ
）
と
は
、
泥
中
に
含
ま
れ
る
硫
化

水
素
、
多
硫
化
物
、
硫
化
物
の
総
称
で
、
主
に
硫
化
水

素
の
量
を
測
定
し
ま
す
。
硫
化
水
素
は
、
泥
中
に
棲
む

細
菌
が
有
機
物
を
分
解
す
る
際
に
放
出
す
る
物
質
で
、

卵
が
腐
っ
た
よ
う
な
臭
い
が
し
ま
す
。
硫
化
物
の
汚
染

が
進
ん
だ
泥
は
色
が
黒
く
、
海
底
か
ら
海
底
泥
を
海
面

近
く
ま
で
引
き
揚
げ
た
と
き
に
、
船
上
に
ま
で
臭
い
が

漂
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
硫
化
水
素
は
毒
性
が
高
い
こ

と
か
ら
、
泥
中
の
含
有
量
が
増
え
る
と
泥
の
中
に
棲
む

生
き
物
は
生
き
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
水
産
用
水
基
準
の
基
準
値
で
は
、
乾
燥
し
た
泥
１
ｇ

当
た
り
0.2
㎎
以
下
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
表
１
）。

【
理
化
学
分
析
③
　
粒
度
組
成
】

　
泥
の
一
部
を
目
合
い
が
異
な
る
フ
ル
イ
に
か
け
、
泥

の
粒
子
の
大
き
さ
ご
と
に
量
を
測
り
ま
す
。
最
も
細
か

い
目
合
い
、
63
㎛
よ
り
も
小
さ
な
粒
子
の
割
合
が
多
い

ほ
ど
有
機
物
が
分
解
さ
れ
た
底
質
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

【
小
型
底
生
生
物
の
分
類
】

　
採
取
し
た
底
泥
を
船
上
で
目
合
い
１
㎜
の
フ
ル
イ
を

使
い
、
フ
ル
イ
上
に
残
っ
た
も
の
か
ら
生
物
を
種
類
ご

と
に
分
類
し
て
数
や
重
さ
を
計
測
し
、「
多
様
度
指
数
」

を
計
算
し
ま
す
。
生
物
の
種
類
が
多
い
ほ
ど
多
様
度
指

数
の
値
は
大
き
く
な
り
、
少
な
い
と
「
１
」
に
近
い
値

に
な
り
ま
す
。

【
溶
存
酸
素
（
Ｄ
Ｏ
）】

　
採
泥
と
同
時
に
、
観
測
機
器
を
用
い
て
、
海
底
か
ら

１
ｍ
上
の
溶
存
酸
素
を
測
定
し
ま
す
。
水
産
用
水
基
準

で
は
、
内
湾
漁
場
の
夏
季
底
層
に
お
い
て
最
低
限
維
持

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
溶
存
酸
素
は
4.3
㎎
／
Ｌ
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
（
表
１
）。

【
合
成
指
標
】

　
水
産
用
水
基
準
に
は
、
前
述
の
理
化
学
分
析
結
果
と

多
様
度
指
数
か
ら
、「
合
成
指
標
」
と
い
う
値
を
算
出
す

る
式
が
あ
り
、
合
成
指
標
の
値
が
負
（
－
）
の
値
か
つ

溶
存
酸
素
が
4.3
㎎
／
Ｌ
以
上
で
あ
れ
ば「
正
常
な
底
質
」、

逆
に
正
の
（
＋
）
の
値
か
つ
溶
存
酸
素
が
4.3
㎎
／
Ｌ
未

満
の
値
で
あ
れ
ば
「
汚
染
さ
れ
た
底
質
」
と
判
断
さ
れ

ま
す
（
表
２
）。
　

　
本
県
の
内
湾
域
の
底
泥
は
、
所
に
よ
り
化
学
的
酸
素

要
求
量
や
全
硫
化
物
の
値
が
水
産
用
水
基
準
値
を
超
え
、

合
成
指
標
が
正
の
値
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
溶

存
酸
素
が
4.3
㎎
／
Ｌ
を
下
回
る
こ
と
は
少
な
く
、
海
底

付
近
で
酸
素
が
消
費
さ
れ
て
も
外
海
と
の
海
水
交
換
が

良
い
た
め
、
貧
酸
素
状
態
に
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
一
方
で
、
汚
染
が
進
ん
で
い
る
と
推
定
さ
れ

る
定
点
も
散
見
さ
れ
ま
す
。

【
お
わ
り
に
】

　
将
来
に
わ
た
り
漁
場
を
利
用
し
て
い
く
た
め
に
は
、

底
質
環
境
を
把
握
し
な
が
ら
養
殖
を
行
う
こ
と
が
必
要

で
す
。

表1　水産用水基準の底質評価の基準値（抜粋）

公式Ｘ
（旧Twitter）

公式
Instagram

公式
Facebook

水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

　公
式
S
N
S

化学的酸素要求量（ＣＯＤ）

全硫化物（ＴＳ）

内湾漁場の夏季底層で最低限維

持しなくてはならない溶存酸素

20㎎/g乾泥以下

0.2㎎/g乾泥以下

4.3㎎/L以上

表2　水産用水基準の合成指標による底質の判断基準（一部改変）

判断基準

正常な底質

汚染された底質

合成指標

負（－）の値

正（＋）の値

海底から1mの溶存酸素

4.3㎎/L　以上

4.3㎎/L　未満

写真1　採泥の様子（写真中央：エクマンバージ採泥器）

写真2　採取した泥から小型底生生物の採取

　県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
養
殖
漁
場
の
底
質
調
査
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
寄
稿
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
掲
載
し
ま
す
。
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【
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岸
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岸
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介
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。
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。
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ま
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ま
で
引
き
揚
げ
た
と
き
に
、
船
上
に
ま
で
臭
い
が

漂
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
硫
化
水
素
は
毒
性
が
高
い
こ

と
か
ら
、
泥
中
の
含
有
量
が
増
え
る
と
泥
の
中
に
棲
む

生
き
物
は
生
き
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
水
産
用
水
基
準
の
基
準
値
で
は
、
乾
燥
し
た
泥
１
ｇ

当
た
り
0.2
㎎
以
下
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
表
１
）。

【
理
化
学
分
析
③
　
粒
度
組
成
】

　
泥
の
一
部
を
目
合
い
が
異
な
る
フ
ル
イ
に
か
け
、
泥

の
粒
子
の
大
き
さ
ご
と
に
量
を
測
り
ま
す
。
最
も
細
か

い
目
合
い
、
63
㎛
よ
り
も
小
さ
な
粒
子
の
割
合
が
多
い

ほ
ど
有
機
物
が
分
解
さ
れ
た
底
質
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

【
小
型
底
生
生
物
の
分
類
】

　
採
取
し
た
底
泥
を
船
上
で
目
合
い
１
㎜
の
フ
ル
イ
を

使
い
、
フ
ル
イ
上
に
残
っ
た
も
の
か
ら
生
物
を
種
類
ご

と
に
分
類
し
て
数
や
重
さ
を
計
測
し
、「
多
様
度
指
数
」

を
計
算
し
ま
す
。
生
物
の
種
類
が
多
い
ほ
ど
多
様
度
指

数
の
値
は
大
き
く
な
り
、
少
な
い
と
「
１
」
に
近
い
値

に
な
り
ま
す
。

【
溶
存
酸
素
（
Ｄ
Ｏ
）】

　
採
泥
と
同
時
に
、
観
測
機
器
を
用
い
て
、
海
底
か
ら

１
ｍ
上
の
溶
存
酸
素
を
測
定
し
ま
す
。
水
産
用
水
基
準

で
は
、
内
湾
漁
場
の
夏
季
底
層
に
お
い
て
最
低
限
維
持

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
溶
存
酸
素
は
4.3
㎎
／
Ｌ
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
（
表
１
）。

【
合
成
指
標
】

　
水
産
用
水
基
準
に
は
、
前
述
の
理
化
学
分
析
結
果
と

多
様
度
指
数
か
ら
、「
合
成
指
標
」
と
い
う
値
を
算
出
す

る
式
が
あ
り
、
合
成
指
標
の
値
が
負
（
－
）
の
値
か
つ

溶
存
酸
素
が
4.3
㎎
／
Ｌ
以
上
で
あ
れ
ば「
正
常
な
底
質
」、

逆
に
正
の
（
＋
）
の
値
か
つ
溶
存
酸
素
が
4.3
㎎
／
Ｌ
未

満
の
値
で
あ
れ
ば
「
汚
染
さ
れ
た
底
質
」
と
判
断
さ
れ

ま
す
（
表
２
）。
　

　
本
県
の
内
湾
域
の
底
泥
は
、
所
に
よ
り
化
学
的
酸
素

要
求
量
や
全
硫
化
物
の
値
が
水
産
用
水
基
準
値
を
超
え
、

合
成
指
標
が
正
の
値
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
溶

存
酸
素
が
4.3
㎎
／
Ｌ
を
下
回
る
こ
と
は
少
な
く
、
海
底

付
近
で
酸
素
が
消
費
さ
れ
て
も
外
海
と
の
海
水
交
換
が

良
い
た
め
、
貧
酸
素
状
態
に
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
一
方
で
、
汚
染
が
進
ん
で
い
る
と
推
定
さ
れ

る
定
点
も
散
見
さ
れ
ま
す
。

【
お
わ
り
に
】

　
将
来
に
わ
た
り
漁
場
を
利
用
し
て
い
く
た
め
に
は
、

底
質
環
境
を
把
握
し
な
が
ら
養
殖
を
行
う
こ
と
が
必
要

で
す
。

表1　水産用水基準の底質評価の基準値（抜粋）

公式Ｘ
（旧Twitter）

公式
Instagram

公式
Facebook

水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

　公
式
S
N
S

化学的酸素要求量（ＣＯＤ）

全硫化物（ＴＳ）

内湾漁場の夏季底層で最低限維

持しなくてはならない溶存酸素

20㎎/g乾泥以下

0.2㎎/g乾泥以下

4.3㎎/L以上

表2　水産用水基準の合成指標による底質の判断基準（一部改変）

判断基準

正常な底質

汚染された底質

合成指標

負（－）の値

正（＋）の値

海底から1mの溶存酸素

4.3㎎/L　以上

4.3㎎/L　未満

写真1　採泥の様子（写真中央：エクマンバージ採泥器）

写真2　採取した泥から小型底生生物の採取

　県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
養
殖
漁
場
の
底
質
調
査
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
寄
稿
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
掲
載
し
ま
す
。
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【
は
じ
め
に
】

　
岩
手
県
沿
岸
で
は
、
リ
ア
ス
海
岸
に
よ
る
内
湾
の
静

穏
域
を
利
用
し
て
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
や
カ
キ
類
、
マ
ボ
ヤ

な
ど
の
介
類
養
殖
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
漁
場
環
境
と
い
う
と
、
水
温
や
塩
分
、
栄

養
塩
類
な
ど
の
水
環
境
に
関
連
し
た
こ
と
が
連
想
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
が
、
目
に
す
る
こ
と
が
難
し
い
海
底
の

「
底
質
」
も
重
要
な
漁
場
環
境
の
要
素
で
す
。

　
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昭
和
50
年
代
か
ら
県
内

の
主
要
養
殖
漁
場
に
お
い
て
、
底
質
環
境
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
底
質
調
査
に
よ
っ
て

漁
場
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

【
な
ぜ
底
質
調
査
を
す
る
の
か
】

　
内
湾
域
に
は
、
河
川
な
ど
に
よ
る
陸
域
か
ら
の
流
入

や
長
年
の
漁
場
の
利
用
に
よ
り
、
有
機
物
の
堆
積
が
進

行
し
ま
す
。
有
機
物
と
は
、
微
生
物
や
生
物
の
遺
骸
、

糞
な
ど
の
生
物
に
由
来
し
た
「
腐
り
や
す
い
物
質
」
や

「
腐
っ
て
分
解
し
た
微
小
な
粒
子
」
の
こ
と
で
す
。

　
海
底
に
堆
積
し
た
有
機
物
は
、
泥
の
中
の
微
生
物
に

よ
り
分
解
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
際
に
酸
素
が
消
費
さ
れ

ま
す
。
特
に
閉
鎖
性
の
強
い
湾
で
は
、
海
水
の
交
換
が

滞
る
こ
と
で
有
機
物
の
堆
積
が
増
え
、
細
菌
が
酸
素
を

大
量
に
消
費
す
る
た
め
、
海
底
付
近
の
海
水
が
貧
酸
素

状
態
や
無
酸
素
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
海
水
中
に
含
ま
れ
る
酸
素
は
、
養
殖
し
て
い
る
生
物

を
始
め
、
魚
類
や
そ
の
餌
と
な
る
生
き
物
が
呼
吸
す
る

た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
漁
場
の
底
質
環
境
を

調
査
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
岩
手
県
漁
場
環
境
保
全

方
針
に
基
づ
き
、
主
要
な
５
湾
で
そ
れ
ぞ
れ
15
地
点
の

調
査
点
を
設
け
て
１
年
に
１
湾
ず
つ
調
査
を
行
う
と
と

も
に
、
重
点
監
視
水
域
に
指
定
さ
れ
た
２
湾
を
毎
年
調

査
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
で
は
、
調
査
す
る
湾
の
関
係
漁
協
職
員
、
市
町

村
職
員
及
び
当
セ
ン
タ
ー
を
含
む
県
職
員
が
連
携
を
図

り
な
が
ら
船
で
調
査
点
に
行
き
、
エ
ク
マ
ン
バ
ー
ジ
採

泥
器
で
海
底
泥
を
採
取
し
て
実
験
室
に
持
ち
帰
り
、
大

き
く
分
け
て
理
化
学
分
析
（
化
学
的
酸
素
要
求
量
、
全

硫
化
物
、
粒
度
組
成
）
と
小
型
底
生
生
物
の
分
類
・
同

定
を
行
い
ま
す
。

　
各
調
査
項
目
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
基
準
値
と
し
て
お
示
し
す
る
「
水
産
用
水
基
準
」

は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
水
産
資
源
保
護
協
会
が
定
め

た
水
産
動
植
物
向
け
の
環
境
基
準
で
、
生
物
（
水
産
動

植
物
）
を
対
象
に
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
他
の
環
境

基
準
値
よ
り
も
厳
し
い
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
理
化
学
分
析
①
　
化
学
的
酸
素
要
求
量
】

　
化
学
的
酸
素
要
求
量
（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
）
と
は
、
有
機
物
が

化
学
的
に
酸
化
さ
れ
る
際
に
必
要
な
酸
素
の
量
を
表
し

て
お
り
、
泥
の
中
の
有
機
物
に
よ
る
汚
染
の
指
標
と
な

り
ま
す
。

　
値
が
大
き
い
ほ
ど
有
機
物
の
量
が
多
い
こ
と
を
示
し
、

水
産
用
水
基
準
の
基
準
値
で
は
、
乾
燥
し
た
泥
１
ｇ
当

た
り
20
㎎
以
下
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
表
１
）。

【
理
化
学
分
析
②
　
全
硫
化
物
】

　
全
硫
化
物
（
Ｔ
Ｓ
）
と
は
、
泥
中
に
含
ま
れ
る
硫
化

水
素
、
多
硫
化
物
、
硫
化
物
の
総
称
で
、
主
に
硫
化
水

素
の
量
を
測
定
し
ま
す
。
硫
化
水
素
は
、
泥
中
に
棲
む

細
菌
が
有
機
物
を
分
解
す
る
際
に
放
出
す
る
物
質
で
、

卵
が
腐
っ
た
よ
う
な
臭
い
が
し
ま
す
。
硫
化
物
の
汚
染

が
進
ん
だ
泥
は
色
が
黒
く
、
海
底
か
ら
海
底
泥
を
海
面

近
く
ま
で
引
き
揚
げ
た
と
き
に
、
船
上
に
ま
で
臭
い
が

漂
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
硫
化
水
素
は
毒
性
が
高
い
こ

と
か
ら
、
泥
中
の
含
有
量
が
増
え
る
と
泥
の
中
に
棲
む

生
き
物
は
生
き
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
水
産
用
水
基
準
の
基
準
値
で
は
、
乾
燥
し
た
泥
１
ｇ

当
た
り
0.2
㎎
以
下
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
表
１
）。

【
理
化
学
分
析
③
　
粒
度
組
成
】

　
泥
の
一
部
を
目
合
い
が
異
な
る
フ
ル
イ
に
か
け
、
泥

の
粒
子
の
大
き
さ
ご
と
に
量
を
測
り
ま
す
。
最
も
細
か

い
目
合
い
、
63
㎛
よ
り
も
小
さ
な
粒
子
の
割
合
が
多
い

ほ
ど
有
機
物
が
分
解
さ
れ
た
底
質
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

【
小
型
底
生
生
物
の
分
類
】

　
採
取
し
た
底
泥
を
船
上
で
目
合
い
１
㎜
の
フ
ル
イ
を

使
い
、
フ
ル
イ
上
に
残
っ
た
も
の
か
ら
生
物
を
種
類
ご

と
に
分
類
し
て
数
や
重
さ
を
計
測
し
、「
多
様
度
指
数
」

を
計
算
し
ま
す
。
生
物
の
種
類
が
多
い
ほ
ど
多
様
度
指

数
の
値
は
大
き
く
な
り
、
少
な
い
と
「
１
」
に
近
い
値

に
な
り
ま
す
。

【
溶
存
酸
素
（
Ｄ
Ｏ
）】

　
採
泥
と
同
時
に
、
観
測
機
器
を
用
い
て
、
海
底
か
ら

１
ｍ
上
の
溶
存
酸
素
を
測
定
し
ま
す
。
水
産
用
水
基
準

で
は
、
内
湾
漁
場
の
夏
季
底
層
に
お
い
て
最
低
限
維
持

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
溶
存
酸
素
は
4.3
㎎
／
Ｌ
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
（
表
１
）。

【
合
成
指
標
】

　
水
産
用
水
基
準
に
は
、
前
述
の
理
化
学
分
析
結
果
と

多
様
度
指
数
か
ら
、「
合
成
指
標
」
と
い
う
値
を
算
出
す

る
式
が
あ
り
、
合
成
指
標
の
値
が
負
（
－
）
の
値
か
つ

溶
存
酸
素
が
4.3
㎎
／
Ｌ
以
上
で
あ
れ
ば「
正
常
な
底
質
」、

逆
に
正
の
（
＋
）
の
値
か
つ
溶
存
酸
素
が
4.3
㎎
／
Ｌ
未

満
の
値
で
あ
れ
ば
「
汚
染
さ
れ
た
底
質
」
と
判
断
さ
れ

ま
す
（
表
２
）。
　

　
本
県
の
内
湾
域
の
底
泥
は
、
所
に
よ
り
化
学
的
酸
素

要
求
量
や
全
硫
化
物
の
値
が
水
産
用
水
基
準
値
を
超
え
、

合
成
指
標
が
正
の
値
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
溶

存
酸
素
が
4.3
㎎
／
Ｌ
を
下
回
る
こ
と
は
少
な
く
、
海
底

付
近
で
酸
素
が
消
費
さ
れ
て
も
外
海
と
の
海
水
交
換
が

良
い
た
め
、
貧
酸
素
状
態
に
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
一
方
で
、
汚
染
が
進
ん
で
い
る
と
推
定
さ
れ

る
定
点
も
散
見
さ
れ
ま
す
。

【
お
わ
り
に
】

　
将
来
に
わ
た
り
漁
場
を
利
用
し
て
い
く
た
め
に
は
、

底
質
環
境
を
把
握
し
な
が
ら
養
殖
を
行
う
こ
と
が
必
要

で
す
。

表1　水産用水基準の底質評価の基準値（抜粋）

公式Ｘ
（旧Twitter）

公式
Instagram

公式
Facebook

水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

　公
式
S
N
S

化学的酸素要求量（ＣＯＤ）

全硫化物（ＴＳ）

内湾漁場の夏季底層で最低限維

持しなくてはならない溶存酸素

20㎎/g乾泥以下

0.2㎎/g乾泥以下

4.3㎎/L以上

表2　水産用水基準の合成指標による底質の判断基準（一部改変）

判断基準

正常な底質

汚染された底質

合成指標

負（－）の値

正（＋）の値

海底から1mの溶存酸素

4.3㎎/L　以上

4.3㎎/L　未満

写真1　採泥の様子（写真中央：エクマンバージ採泥器）

写真2　採取した泥から小型底生生物の採取

　県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
養
殖
漁
場
の
底
質
調
査
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
寄
稿
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
掲
載
し
ま
す
。
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